
公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

Ａ 12 Ｂ 130 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 63 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 22 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 29 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 25 Ｃ 0 Ｄ 0

　総合科学系科目において生命科学・社会医学系、臨床医学系の教員
が一部分を担当するなど、総合科学と基礎医学・臨床医学とを関連づ
けた横断的、統合的な授業を行うなど、おおむね計画どおり実施し
た。

２ 研究に関する目標を達成するための措置 Ⅱ
　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(3)
　教育の実施体制等に関する目標を達
成するための措置 Ⅱ　教員の教育活動を支援するために「ティーチングアシスタント制

度」や「臨床教授制度」の活用を図るなど、おおむね計画どおり実施
した。

(4)
学生への支援に関する目標を達成す
るための措置

Ⅱ

　医学部では、担任制（１、２年生）の実施、ファカルティアドバイ
ザー制（１年生から４年生）の導入、基礎医学・社会医学系等の
教員による相談応対（５、６年生）等を行い、看護学部では、学生
生活アドバイザー（教員）の配置を行うなど、学生支援の充実に
取り組んだことについて評価できる。

　メンタル面のサポートが必要な学生については、大学健康管理セン
ター所属のカウンセラーと医学学生部長・学生課が連携を図りながら
対応するなど、おおむね計画どおり実施した。

　看護学研究科の授業科目の単位認定に関わる准教授を増や
し、同研究科の教員組織を強化するとともに、修士論文完成過程
における教員間の意見交換を行い、教員相互の研究指導能力の
向上に取り組んだことについて評価できる。

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

１
教育に関する目標を達成するための措
置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(1)
教育の成果に関する目標を達成するた
めの措置 Ⅱ

　中期目標の数値目標（国家試験の合格率）について、医師国家
試験及び保健師国家試験では数値目標を達成できなかったもの
の、看護師国家試験では第一期中期目標期間で初めて受験者
全員が合格し、数値目標を達成できたことについて評価できる。
 　　看護師  　　　　実績100.0% （目標100%、全国95.1%）
 　　医師 （新卒）　 実績　91.9% （目標  95%、全国93.9%）
 　　保健師  　　　　実績　94.4% （目標  95%、全国89.2%）

　「コミュニケーション論」（２年前期必修）において、模擬患者が
加わった実践的な授業を行うなど、おおむね計画どおり実施した。

(2)
教育内容等に関する目標を達成する
ための措置

Ⅱ

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

第１
大学の教育研究等の質の向上に関する
目標を達成するためにとるべき措置 Ⅱ
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 13 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 12 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 6 Ｂ 11 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 3 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

　 (4) 地域産業の振興に関する具体的方策 Ⅱ
　地域イノベーション戦略支援プログラム（文部科学省事業）の中核
機関として、日大、福大及び県内企業と連携し、全体の取りまとめを
行うとともに、遠隔医療システムの研究開発を行うなど、おおむね計
画どおり実施した。

　 (3) 地域保健の支援に関する具体的方策 Ⅰ
　放射線・放射能を正しく理解するための公開講座を関係団体と
連携し、開催したことについて評価できる。　医師・看護師等を対象にした研修会や講演会、市民公開講座を開催

するなど、おおむね計画どおり実施した。

(2) 地域医療の支援に関する具体的方策 Ⅱ

　地域の医師不足解消のため、地域医療支援担当教員１５名、公
的病院支援担当教員４３名、政策医療等支援教員２０名、地域医
療再生支援教員１２名の計９０名を地域の拠点病院等へ派遣し
たことについて評価できる。

　地域の医師不足解消のため、教員をへき地医療の拠点病院や公的医
療機関、地域医療や救急・災害・周産期・感染症等の分野に貢献して
いると認められる民間病院へ派遣し、支援を行うなど、おおむね計画
どおり実施した。

　 (1)
教育研究における地域社会や県政との
連携・協力に関する具体的方策 Ⅰ

　新たに２施設での臨床研修医の派遣・受入れを可能にするな
ど、県内８０施設と臨床実習や臨床研修の提携を行い、延べ１５１
名を他の医療機関へ派遣するとともに、延べ４名を研修等で受け
入れたことについて評価できる。

　地域の医療施設等との連携・協力により、臨床実習や臨床研修を行
うなど、おおむね計画どおり実施した。

３
地域貢献に関する目標を達成するた
めの措置

Ⅱ
　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(2)
研究実施体制等の整備に関する目標を
達成するための措置 Ⅱ

　科学研究費補助金の獲得に向けた学内外の講師による講演会を開催
するとともに、申請書の事前確認体制(教員、事務局によるチェック体
制）を整備し、競争的研究資金の獲得に努めるなど、おおむね計画ど
おり実施した。

　 (1)
研究水準及び研究の成果等に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　研究推進戦略室及び先端医療研究推進・支援センターを新た
に設置し、研究活動の促進と拡大に努めたことについて評価でき
る。
　なお、教員（助手以上）の科学研究費補助金の応募率向上を期
待する。

　研究活動推進・支援を行う研究推進戦略室及び先端医療研究推進・
支援センターを新たに設置し、研究活動の促進と拡大に努めるなど、
おおむね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 1 Ｂ 0 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 4 Ｂ 26 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

(2)
高度で先進的な良質な医療の提供に関
する具体的方策 Ⅱ

　県から高度救命救急センターの指定を受けた（平成２４年３月３
０日付）ことについて評価できる。　県内５方部でドクターヘリ症例検討会を開催し、有効で効果的な運

用について検討するなど、おおむね計画どおり実施した。

(1)
２

高度で先進的な医療の研究・開発とＥ
ＢＭの推進に関する具体的方策 Ⅱ　看護研究実践応用センターに所属する専門看護師・認定看護師の支

援により院内の看護研究を推進するなど、おおむね計画どおり実施し
た。

(1)
１

良質な医療人の育成に関する具体的方
策 Ⅰ

　認定看護師の皮膚排泄ケア認定コース及び救急看護認定コー
スに職員（各コース１名）を受講させ、資格取得者の養成を行った
ことについて評価できる。

　卒前から卒後の一貫した支援を実施するため、スキル・ラボラト
リーの利用緩和、臨床研修プログラムの運用見直し、ステップアップ
セミナーの実施、女性医師支援のための啓発活動など、研修内容や設
備の改善・充実を図るなど、おおむね計画どおり実施した。

５
大学附属病院に関する目標を達成する
ための措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(1)
留学生交流、その他諸外国の大学・研
究機関等との教育研究上の交流に関す
る具体的方策

Ⅱ
　武漢大学（中国）から教員３名を受け入れるとともに、医学部４
年生４名を「基礎上級」の一環として同大学に留学させたことにつ
いて評価できる。

　医学部学生４名を約１か月にわたり、中国武漢大学に留学させる
等、外国の大学等との交流、連携、協力活動を推進するなど、おおむ
ね計画どおり実施した。

４
国際交流に関する目標を達成するための
措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(5) 地域貢献の評価に関する具体的方策 Ⅰ　本学の専門看護師、認定看護師が県内の医療施設や福島県看護協会
主催の介護研修の講師として各種分野で貢献するなど、おおむね計画
どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 8 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 11 Ｂ 24 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

(1) 効果的な組織運営に関する具体的方策 Ⅱ
　法人内の各種会議、委員会について、設置状況調査を実施し
て、設置目的に照らした見直しを行い、一部の会議を廃止したこ
とについて評価できる。

　７月に設置した副学長２名と９月に設置した顧問１名が、各々の立
場から理事長のリーダーシップ発揮を支援するなど、おおむね計画ど
おり実施した。

１
運営体制の改善に関する目標を達成
するための措置

Ⅱ
　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

第２
業務運営の改善及び効率化に関する目
標を達成するためにとるべき措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(6)
会津医療センター（仮称）に関する具
体的方策 Ⅱ

　地域医療担当理事兼会津医療センター準備室長の下、更なる
医師確保に努めるとともに、会津医療センター準備室教員を中心
として、会津総合病院職員と協議しながら各部門の運営システム
の検討を行ったことについて評価できる。

　地域医療担当理事兼会津医療センター準備室長の下、会津医療セン
ター準備室教員を中心として、会津総合病院職員と協議しながら各部
門の運営システムの検討を行うとともに、看護専門外来の人材育成研
修を開始するなど、おおむね計画どおり実施した。

(5)
安定的かつ効果的な病院経営に関する
具体的方策 Ⅱ

　年度上半期について、病院マネジメント支援システムで原価計
算を行い、診療科ごとの傾向を把握し、医業収益の減少や材料
費の増加の傾向が確認された診療科と今後の見通しについて協
議するなど、病院経営の改善を図ったことについて評価できる。

　安定的かつ効果的な病院経営を行うため、平成２２年度の原価計算
結果で数値変動の大きい診療科を訪問し状況を把握するとともに、病
院マネジメント支援システムにより原価計算を実施し、病院経営企画
会議にて報告したほか、データ分析検討会にて検討を行うなど、おお
むね計画どおり実施した。

(4) 地域との連携に関する具体的方策 Ⅰ
　紹介率（初診患者のうち、紹介患者及び救急患者の数の割合）
が５９．８％となり、中期計画の数値目標（５０％以上）を達成した
ことについて評価できる。

　地域の医師又は看護師等を対象とする講習会として、福島アドバン
スド・コースや新生児心肺蘇生講習会、診断推論セミナー、模擬患者
養成公開講座、ＢＬＳ(一次救命処置）講習会等を実施するなど、おお
むね計画どおり実施した。

(3)
患者の安全管理と患者サービスの向上
に関する具体的方策 Ⅱ

　患者や家族のアメニティー（快適さ）を考慮し、要望を踏まえなが
ら院内の環境整備に努めたことについて評価できる。

　４階西病棟の食堂において、テレビや書籍棚の配置、壁紙の張り替
え等を行い、くつろぎのスペースとして、機能を充実するなど、おお
むね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 7 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 7 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 3 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0
４

事務等の効率化・合理化に関する目標
を達成するための措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(2)
非公務員型を生かした柔軟かつ多様な
人事システムの構築に関する具体的方
策

Ⅱ　平成２２年度の活動状況について、教員が自己点検・自己評価を行
い、評価結果を両学部長に報告するなど、おおむね計画どおり実施し
た。

(1) 人材の確保に関する具体的方策 Ⅰ

　新たに病児病後児保育所を開所し、病児病後児保育事業を開
始するとともに、「病児病後児保育助成事業実施要綱」を改正して
医大病児病後児保育所を助成対象施設に加え、利用者の負担
軽減を図るなど、教職員への育児支援を充実させたことについて
評価できる。

　「意識改革」、「能力開発」、「資格取得支援」を３つの柱とする
法人独自の職員研修計画に基づき着実に職員研修を実施するなど、お
おむね計画どおり実施した。

３
教職員の人事の適正化に関する目標を
達成するための措置 Ⅰ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(1)
教育研究組織の編成・見直しのシステ
ムに関する具体的方策 Ⅱ

　東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故を受けて、県民
の健康を長期間にわたり見守っていくため、放射線医学県民健康
管理センターを開設（９月１日付）するとともに、医学部に放射線
生命科学講座及び放射線健康管理学講座を開設（ともに１０月１
日付）し、県民健康管理調査事業の実施体制の強化に努めたこ
とについて評価できる。

　福島第一原子力発電所事故を受けて、県民の健康と安全を長期間に
わたり担保していくため、放射線医学県民健康管理センターを開設す
るとともに、医学部に放射線生命科学講座及び放射線健康管理学講座
を開設し、専任の教員を配置するなど、おおむね計画どおり実施し
た。

２
教育研究組織の見直しに関する目標を達
成するための措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(2)
全学的視点からの戦略的な学内資源配
分に関する具体的方策 Ⅱ

　知的財産管理活用オフィスにおいて、間接経費の配分計画を策
定し、研究経費の効果的な配分を行うとともに、大学全体又は特
定分野の研究レベルの向上につながる研究用機器の選定を行っ
たことについて評価できる。

　独創的で更なる発展が期待される研究を支援するため、研究支援事
業により優れた研究計画を採択し、支援を行うなど、おおむね計画ど
おり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 1 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 14 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 11 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

１
自己点検・評価の実施に関する具体
的方策

Ⅱ
　教員の自己点検・自己評価の実施に当たり、教員評価データ
ベースへの入力がスムーズになるように、簡易版のマニュアルを
作成するなどの見直しを行ったことについて評価できる。

　全ての科目について学生による授業評価を実施し、評価結果は担当
の教員へフィードバックするとともに、評価結果は、本学ホームペー
ジの「学内専用」ページに掲載するなど、おおむね計画どおり実施し
た。

第４

教育及び研究並びに組織及び運営の状
況について自ら行う点検及び評価に関
する目標を達成するためにとるべき措
置

Ⅱ
　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

３
資産の運用管理の改善に関する目標を
達成するための措置 Ⅱ

　震災後の新たな施設需要に対応するため、施設配置見直し検
討部会の審議や関係部署間の調整を通して、限られた学内ス
ペースを積極的に有効活用したことについて評価できる。
　なお、病床利用率（一般病床）については回復基調にあり、年間
での数値目標の達成を期待する。

　施設配置見直し検討部会の審議により、施設・設備の有効活用と効
率的な運用管理に努めるなど、おおむね計画どおり実施した。

２
経費の節減に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ

　ボイラー管理業務のほぼ全面委託化や事務効率化、ペーパー
レス化等を推進し、管理経費の節減を図ったことについて評価で
きる。

　施設管理運営マニュアルに基づき、エレベータの部分停止を行うな
ど、おおむね計画どおり実施した。

１
外部研究資金その他の自己収入の増
加に関する目標を達成するための措
置

Ⅱ
　平均在院日数は、年間（４月から３月まで）で１６．９日となり、中
期計画の数値目標（１８日以下）を達成したことについて評価でき
る。

　文部科学省科学研究費補助金の採択を支援するため、講演会の開催
や申請書の事前確認、各種相談を行うなど、おおむね計画どおり実施
した。

第３
財務内容の改善に関する目標を達成す
るためにとるべき措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

(2) 事務等の効率化に関する具体的方策 Ⅱ

　附属病院において、医師の事務業務を代行する医療秘書（派遣
職員）を一部の病棟に配置して、医師の負担を軽減し、医師が教
育・研究・診療に専念できる環境を整えたことについて評価でき
る。

　役員会、審議会、教授会において、会議資料のペーパーレス化を図
るなど、おおむね計画どおり実施した。

(1)
事務組織の機能・編成の見直しに関す
る具体的方策 Ⅱ

　政府第３次補正予算に基づく本学復興関係事業を適切に執行するた
め、企画室において復興対策本部タスクフォース及び５つのサブタス
クフォースを設置し、基本構想策定業務委託に係る検討を進めるなど
弾力的な業務運営を行うなど、おおむね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

第２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 9 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 23 Ｂ 192 Ｃ 0 Ｄ 0 Ⅱ　第1～第６（計２１５項目）

２
健康管理・安全管理に関する目標を達
成するための措置 Ⅱ

　大学健康管理センターの事務職員や保健師を増員して、職員
の健康管理体制を充実させたことについて評価できる。　学生の健康の保持増進を図るため、大学健康管理センターの職員体

制の改善を図るなど、おおむね計画通り実施した。

１
施設設備の整備・活用等に関する目標
を達成するための措置 Ⅱ　施設の適切な維持管理を図るため、常時点検で状態把握を行うとと

もに耐用年数に近づいている機器類は、年次計画で改修を行うなど、
おおむね計画どおり実施した。

第６
その他業務運営に関する重要目標を達成
するための措置 Ⅱ

　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

１
大学情報の積極的な公開・提供及び
広報に関する具体的方策

Ⅱ

　副学長（山下氏、神谷氏）や医学部放射線健康管理学講座教
員による放射線・放射能の理解促進に係る各地での講演、国際
専門家会議「放射線と健康リスク」等を開催し、広く情報の発信に
努めたことについて評価できる。

　大学総合パンフレット（日本語版）を６月末に発行し、７月からの
オープンキャンパス等で配付した。また、同英語版についても、９月
末に発行するなど、おおむね計画どおり実施した。

第５
教育及び研究並びに組織及び運営の
状況に係る情報の提供に関する目標
を達成するための措置

Ⅱ
　おおむね計画どおり実施し、一定の成果を上げた。

３ 評価結果の活用に関する具体的方策 Ⅱ

　独立行政法人大学評価・学位授与機構の大学認証評価で改善
を求められた「看護学研究科の定員充足率」や県公立大学法人
評価委員会が改善を求めた「病床利用率の向上」等について、役
員会や法人経営企画会議等において、改善に向けた取組の進行
管理を行ったことについて評価できる。

　大学認証評価及び県公立大学法人評価委員会で改善を求められた事
項については、役員課題等として役員会等で改善等に係る取組の進行
管理を行うなど、おおむね計画どおり実施した。

２ 第三者評価の実施に関する具体的方策 Ⅱ　大学認証評価結果及び県公立大学法人評価委員会評価結果をそれぞ
れ大学ホームページで学内外に公表するなど、おおむね計画どおり実
施した。
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注１：自己評価の考え方

注２：評価委員会の評価の考え方

　　Ａ・・年度計画を上回って実施している

　　Ｃ・・年度計画を下回って実施している（達成度がおおむね６０％以上９０％未満）
　　Ｄ・・年度計画を大幅に下回っている、または実施していない（達成度が６０％未満）

　　Ⅲ・・年度計画を十分に実施できていない
　　Ⅳ・・年度計画を実施できていない

　　Ｂ・・年度計画を予定どおりに実施している（達成度がおおむね９０％以上）

　　Ⅰ・・年度計画を十分に実施できている
　　Ⅱ・・年度計画をおおむね実施できている
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